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収穫のときを夢見て

　これは、キウイ（ヘイワード）の雌花です。キウイは5月から6月にかけて綺麗
な白い花を咲かせます。小さな実は間引きや剪定を行うことで、徐 に々甘く、大きく
育っていきます。
　キウイという名前はニュージーランドの国鳥「キウイ」からとられたものですが、
実は原産地は中国。昔は「チャイニーズグーズベリー」なんて呼ばれていたそうです。



農業委員会だより 第135号 2

　

４
月
11
日
、（
一
社
）
全
国
農

業
会
議
所
が
東
京
都
文
京
区
の
椿

山
荘
で
、
平
成
31
年
度
全
国
情
報

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
議
に

は
本
市
農
業
委
員
会
を
は
じ
め
、

全
国
か
ら
市
町
村
農
業
委
員
会
及

　

5
月
27
日
、（
一
社
）
全
国
農

業
会
議
所
が
、
東
京
都
内
の
文
京

シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
、
令
和
元
年

度
全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
農
業
委
員
会
の
会
長

な
ど
約
１
８
０
０
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

び
都
道
府
県
農
業
会
議
の
関
係
者

な
ど
約
６
０
０
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

本
市
農
業
委
員
会
は
、
情
報
活

動
功
労
者
と
し
て
宮
村
俊
男
会
長

を
は
じ
め
と
し
た
３
名
の
農
業
委

　

大
会
で
は
「
農
地
利
用
最
適
化

を
推
進
す
る
担
い
手
・
農
地
対
策

の
強
化
」「
地
域
実
態
に
即
し
た

農
業
・
農
村
振
興
対
策
」「
農
業

委
員
会
等
の
整
備
」
の
３
つ
を
盛

り
込
ん
だ
政
策
提
案
や
「
地
域
の

農
地
を
活
か
し
、
担
い
手
を
応
援

す
る
全
国
運
動
」
等
に
つ
い
て
の

申
し
合
わ
せ
な
ど
を
決
議
し
た
ほ

か
、
農
業
委
員
会
活
動
の
実
践
を

踏
ま
え
た
決
意
表
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

員
・
推
進
委
員
が
表
彰
さ
れ
た
ほ

か
、
優
良
情
報
活
動
表
彰
の
授
与

式
で
は
、
神
奈
川
県
の
代
表
と
し

て
宮
村
会
長
が
登
壇
、
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
市
農
業
委
員
会
は
、
全
国
農

業
新
聞
の
年
間
平
均
１
５
０
部
以

上
、
普
及
率
５
倍
以
上
と
い
う
成

績
を
収
め
て
お
り
、
購
読
者
数
は

県
内
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の

老
後
生
活
の
安
定
及
び
福
祉
の

向
上
と
農
業
者
の
確
保
を
目
的

と
す
る
公
的
年
金
制
度
で
、
次

の
全
て
の
条
件
を
満
た
せ
ば
ど

な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

◦
年
間
農
業
従
事
日
数
が
60
日

以
上

◦
60
歳
未
満
の
方

◦
国
民
年
金
1
号
被
保
険
者
で

あ
る
こ
と

　

ま
た
、
確
定
拠
出
型
の
年
金

で
、
次
の
長
所
が
あ
り
ま
す
。

◦
年
金
額
が
加
入
者
数
・
受
給

者
数
に
影
響
さ
れ
な
い
。

◦
保
険
料
は
全
額
控
除
対
象
。

◦
保
険
料
の
国
庫
補
助

　
（
一
定
の
要
件
が
必
要
）

お
問
合
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
８
２
―
９
６
５
４

は
だ
の
都
市
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
８
１
―
７
８
０
０

　

全
国
農
業
新
聞
は
、
最

新
の
農
業
情
勢
の
提
供
と

解
説
、
先
進
農
家
の
経
営

紹
介
、
農
業
入
門
な
ど
読

ん
で
役
立
つ
情
報
が
満
載

で
す
。

●
毎
週
金
曜
日
発
行

●
購
読
料
月
７
０
０
円

●
お
申
し
込
み
は
、

農
業
委
員
・
推
進
委
員
、

ま
た
は
事
務
局
ま
で
。

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
８
２

－

９
６
５
４

全
国
農
業
新
聞

全
国
情
報
会
議

平
成
31
年
度

令
和
元
年
度

全
国
農
業
委
員
会

会
長
大
会

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か
？
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秦
野
市
で
は
、
荒
廃
農
地

に
対
し
て
補
助
金
を
出
し
て

い
ま
す
。
利
用
予
定
の
方
は

必
ず
事
前
の
相
談
を
お
願
い

し
ま
す
。

◎
農
地
流
動
化
整
備
事
業

　

荒
廃
農
地
を
生
産
性
の
高

い
農
地
と
し
て
整
備
す
る
た

め
、
3
年
以
上
の
利
用
権
の

設
定
が
必
要
で
す
。

　

※
10
ア
ー
ル
当
り

最
大
6
万
円

◎
荒
廃
農
地
解
消
対
策
事
業

　

農
地
の
適
正
な
保
全
と
有

効
利
用
を
は
か
り
、
将
来
的

に
は
利
用
権
を
設
定
し
ま
す
。

　

※
10
ア
ー
ル
当
り

最
大
3
万
円

※
実
施
年
度
の
翌
年
か
ら
3

年
間
維
持
管
理
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

※
申
請
者
が
多
い
場
合
に
は
、

予
算
の
範
囲
で
按
分
と
な

り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
は
だ
の
都
市

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

☎
８
１

－

７
８
０
０

①
農
業
経
営
基
盤
強
化
の
促
進

　

本
市
の
中
核
的
な
農
業
者
で

あ
る
認
定
農
業
者
等
で
組
織
す

る
「
秦
野
市
認
定
農
業
者
協
議

会
」
が
実
施
す
る
経
営
向
上
に

向
け
た
研
修
事
業
の
実
施
や
、

経
営
規
模
拡
大
・
農
地
集
積
に

向
け
た
資
本
整
備
へ
の
取
り
組

み
に
対
し
て
、
補
助
金
等
の
支

援
を
し
、
認
定
農
業
者
の
経
営

の
安
定
化
並
び
に
育
成
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
農
業
施
策
の
指
針
と
な
る
「
秦
野
市
都
市
農
業
振

興
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
（
計
画
期
間
：
平
成
28
年
度
～
令

和
2
年
度
）。
計
画
に
掲
げ
る
4
つ
の
基
本
目
標
（
Ⅰ
農
業
経
営

の
安
定
化
と
担
い
手
の
育
成
・
確
保
、
Ⅱ
農
地
の
保
全
と
農
地
の

持
つ
多
面
的
機
能
の
活
用
、
Ⅲ
安
全
な
農
産
物
の
生
産
・
消
費
に

よ
る
地
産
地
消
の
推
進
、
Ⅳ
農
業
に
対
す
る
理
解
の
促
進
と
交
流

の
活
性
化
）
を
柱
に
、
農
業
者
、
市
民
、
関
係
団
体
及
び
行
政
が

一
体
と
な
り
、
多
様
な
担
い
手
が
つ
な
ぐ
、
農
の
恵
み
が
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
　

・
①
②
は
、
市
農
業
振
興
課
農
業
振
興
担
当

・
③
④
⑤
⑥
⑦
は
、
は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

②
「
農
の
担
い
手
の
育
成
」

　

50
歳
未
満
の
新
規
就
農
者
に

対
す
る
農
業
次
世
代
人
材
投
資

資
金
の
交
付
や
、
は
だ
の
市
民

農
業
塾
を
通
じ
た
新
た
な
担
い

手
の
育
成
・
確
保
事
業
の
実
施

及
び
農
業
団
体
が
実
施
す
る
農

業
後
継
者
の
育
成
事
業
、
市
民

の
農
業
理
解
の
促
進
に
向
け
た

事
業
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま

す
。

③
地
産
地
消
の
推
進

　

市
民
へ
の
秦
野
産
農
産
物
に

対
す
る
愛
着
や
信
頼
性
を
高
め

る
た
め
、
秦
野
産
農
産
物
の
積

極
的
な
Ｐ
Ｒ
や
農
業
者
と
市
民

と
の
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、

市
民
と
流
通
関
係
者
と
一
体
と

な
っ
た
産
地
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築

に
よ
る
「
秦
野
版
地
産
地
消
」

の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

④
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

　

優
良
農
産
物
の
登
録
認
証
を

行
い
、
地
場
農
産
物
を
消
費
者

に
分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
生
産
者
の
生
産
意
欲

の
向
上
と
消
費
拡
大
に
努
め
ま

す
。

⑤
農
地
の
多
面
的
機
能
を

支
え
る
共
同
活
動
を
支
援

　

地
域
共
同
で
行
う
多
面
的
機

能
を
支
え
る
農
地
維
持
活
動

（
農
地
法
面
の
草
刈
り
・
水
路

の
泥
上
げ
等
）
及
び
地
域
資
源

の
質
的
向
上
を
図
る
活
動
（
農

道
・
水
路
の
補
修
・
農
村
環
境

保
全
等
）
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

※
対
象
農
地
は
農
振
農
用
地
及

び
多
面
的
機
能
の
発
揮
の
観

点
か
ら
都
道
府
県
知
事
が
定

め
る
農
用
地

⑥
落
花
生
の
生
産
支
援

　

落
花
生
の
品
質
と
収
量
の
向

上
の
た
め
の
生
産
資
材
等
の
導

入
に
要
す
る
経
費
を
助
成
し
ま

す
（
農
協
へ
出
荷
し
て
い
る
方

は
、農
協
が
と
り
ま
と
め
ま
す
）。

⑦
鳥
獣
対
策

　

わ
な
で
捕
獲
さ
れ
た
シ
カ
・

イ
ノ
シ
シ
の
埋
設
処
理
な
ど
を

市
内
全
域
で
行
う
ほ
か
、
銃
器

捕
獲
を
推
進
す
る
た
め
、
6
月

1
日
付
け
で
猟
友
会
員
を
主
な

隊
員
と
す
る
「
秦
野
市
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
」
を
新
た
に
組

織
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
秦
野
市
農
業
関
係
施
策

～
多
様
な
担
い
手
が
つ
な
ぐ
、

「
農
の
恵
み
が
あ
ふ
れ
る
都ま

ち市
」
の
実
現
を
目
指
し
て
～

農業振興費	 50,005千円
園芸畜産業費	 13,690千円
農地費	 36,940千円

令和元年度
秦野市農業関係予算
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秦
野
に
嫁
い
で
早
48
年
、
義
父

母
と
農
業
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。

見
よ
う
見
ま
ね
で
自
分
な
り
に
考

え
な
が
ら
作
物
の
生
長
と
豊
作
を

夢
見
て
い
ま
し
た
。
天
候
に
左
右

さ
れ
な
が
ら
苦
労
し
た
も
の
で
す
。

グ
リ
ン
ピ
ー
ス
や
イ
ン
ゲ
ン
、
サ

ツ
マ
芋
等
を
よ
く
市
場
へ
出
荷
し

て
い
ま
し
た
。
今
で
は
懐
か
し
い

ば
か
り
で
す
。
早
起
き
し
て
荷
造

り
し
ま
し
た
。

　

義
父
母
を
見
送
っ
て
か
ら
は
、

定
年
退
職
し
た
主
人
と
一
緒
に
二

人
三
脚
で
農
作
業
に
精
出
し
て
い

ま
す
。

　

水
田
25
ａ
、
畑
35
ａ
く
ら
い
で

先
祖
の
残
し
て
く
れ
た
土
地
を
な

る
べ
く
荒
廃
地
に
し
な
い
よ
う
に

日
々
努
力
し
な
が
ら
精
出
し
て
い

る
こ
の
頃
で
す
。

　

上
地
区
の
ニ
ン
ニ
ク
栽
培
の
グ

ル
ー
プ
に
も
仲
間
に
入
れ
て
頂
き

悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
何
と
か
そ
れ

な
り
の
収
穫
を
得
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
専
ら
、
知
人
、
親
戚
、
兄

弟
、
子
供
達
へ
の
お
す
そ
分
け
で

終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

落
花
生
作
り
も
得
意
？
科
目
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
手
作
り
の
い

り
豆
、
煮
豆
等
、
み
ん
な
喜
ん
で

食
べ
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
が
何
よ

り
の
喜
び
に
な
り
ま
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
、
カ

ラ
ス
等
被
害
は
あ
り
ま
す
が
、
電

気
柵
や
ネ
ッ
ト
張
り
で
防
御
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
檻
を
管
理
さ
れ

て
い
る
方
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。

　

今
年
も
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
、
天
豆
、

た
ま
ね
ぎ
、
メ
ー
ク
イ
ン
等
上
出

来
で
収
穫
で
き
た
こ
と
に
感
謝
で

す
。

　

こ
れ
か
ら
、
田
植
え
を
終
え
た

ば
か
り
の
稲
の
豊
作
や
サ
ツ
マ
芋
、

落
花
生
、
里
芋
等
の
生
長
が
楽
し

み
で
す
。
草
む
し
り
に
追
わ
れ
て
。 　

「
仕
事
は
進
ん
で
す
れ
ば
喜
び

と
な
り
、
嫌
々
す
る
と
苦
痛
と
な

る
。」
を
モ
ッ
ト
ー
に
。

　

子
供
や
孫
た
ち
が
稲
の
収
穫
の

手
伝
い
に
喜
ん
で
来
て
く
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
主
人
と
意
見
を
言

い
合
い
な
が
ら
、
無
理
の
な
い
よ

う
に
農
作
業
に
精
出
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。
た
ま
に
は
、
旅
も

い
い
か
な
ー
。

　

就
農
か
ら
早
10
年
が
経
と
う
と

し
て
い
ま
す
。
元
々
父
が
始
め
た

農
場
を
手
伝
う
傍
ら
、
物
作
り
が

好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
農
業

に
興
味
を
持
っ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。

　

秦
野
は
都
心
か
ら
も
近
く
、
丹

沢
の
深
い
森
に
囲
ま
れ
た
水
が
豊

か
な
素
晴
ら
し
い
土
地
で
す
。
何

か
新
し
い
農
業
の
形
で
多
く
の
人

に
秦
野
や
農
業
に
つ
い
て
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
父
や
家
族
の
協
力

を
得
て
始
め
た
の
が
い
ち
ご
園
で

し
た
。

　

秦
野
で
初
め
て
の
観
光
型
農
園

と
し
て
出
発
し
た
こ
と
も
あ
り
、

非
常
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
今
で

は
毎
日
の
仕
事
が
多
岐
に
わ
た
り
、

非
常
に
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
観
光
型
と
は
い
え
良

い
作
物
を
作
る
の
が
基
本
で
す
。

昨
今
の
気
象
条
件
に
よ
る
微
妙
な

変
化
に
よ
り
一
定
の
作
物
を
作
り

だ
す
の
は
今
で
も
非
常
に
難
し
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
い
つ
も
心
に
留
め
て
い

る
の
が
父
が
教
え
て
く
れ
た
『
作

物
は
足
音
を
聞
い
て
育
つ
』
と
い

う
言
葉
で
す
。
圃
場
に
足
し
げ
く

通
い
、
よ
く
観
察
し
、
作
物
の
状

態
を
把
握
し
対
応
す
る
。
こ
れ
を

行
う
こ
と
で
改
善
で
き
る
こ
と
も

多
い
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
農
業
は
奥
深

く
毎
日
が
一
年
生
で
す
。

　

現
在
は
丹
沢
秦
野
観
光
農
業
研

究
会
を
通
じ
て
、
多
く
の
近
隣
の

生
産
者
の
ご
協
力
の
も
と
、
秦
野

の
小
学
校
の
食
育
体
験
の
一
環
と

し
て
、
作
物
の
育
て
か
た
、
作
業

工
程
、
又
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
そ

ら
豆
の
皮
む
き
体
験
等
あ
ら
ゆ
る

食
育
活
動
も
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
、
こ

れ
か
ら
も
地
域
と
と
も
に
農
業
を

支
え
、
ま
た
秦
野
の
美
し
い
自
然

で
育
っ
た
多
く
の
特
産
品
を
知
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
新
し
い
農
業

を
目
指
し
て
日
々
奮
闘
中
で
す
。

井
上
　
幸
子（
三
廻
部
）

三
武
　
裕
介
（
堀
西
）

収
穫
の
喜
び
を

夢
見
て

新
し
い
農
業
の

形
を
目
指
し
て

農
家
の
声



農
業
委
員
会活

動
報
告

（
平
成
31
年
3
月
～

令
和
元
年
6
月
）

相談コーナー

？

？

農業委員会だより第135号 5

●
総
会

3
月
25
日
、
4
月
25
日
、

5
月
24
日
、
6
月
25
日

（
主
な
審
議
案
件
と
件
数
は
左

表
の
と
お
り
）

●
運
営
委
員
会

3
月
12
日
、
4
月
16
日

5
月
16
日
、
6
月
19
日

●
全
国
情
報
会
議

4
月
11
日

総会の主な審議案件と件数

審　議　案　件 件数 面積（㎡）

耕作目的の売買・貸借（3条許可） 1件 798

市街化調整区域内の転用（4・5条許可） 6件 6,349

市街化区域内の転用（4・5条許可） 72件 32,240

利用権の設定 38件 6,349

相続税納税猶予 6件 20,035

　農業委員会は、毎年農地法第3条第2項
第5号に規定する別段の面積（下限面積）
を審議することとなっています。
　別段面積（下限面積）とは、農地法第3
条の規定による農地の権利移動（所有権の
移転、賃借権・使用貸借による権利の設定
等）をする場合、受け手の耕作面積が、農
地の権利移動後に最低限なければならない
面積のことです。
　今年度の別段の面積（下限面積）は、4
月25日開催の第4回総会において審議さ
れ、40アールと決定しました。

　

5
月
19
日
に
菩
提
地
内
の

遊
休
農
地
を
復
元
し
た
約
22

ａ
の
農
地
の
一
部
で
、
荒
廃

農
地
解
消
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
参
加
し
、
サ
ツ
マ
イ
モ

の
定
植
を
し
ま
し
た
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
は
秋
に
収
穫

し
た
後
、
11
月
3
日
の
市
民

の
日
で
荒
廃
農
地
解
消
活
動

の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
使
用
さ
れ

る
予
定
で
す
。

荒
廃
農
地
解
消
実
践
活
動

「
サ
ツ
マ
イ
モ
の
定
植
」

支援
センター
通信

別段面積（下限面積）は
40アール

　

親
戚
か
ら
農
地
を
買
お
う
と

思
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど
、
農
地
を

売
買
す
る
に
は
ど
ん
な
許
可
や
手

続
き
が
必
要
な
の
？

　

耕
作
を
目
的
と
し
て
農
地
を
売

買
す
る
場
合
に
は
、
農
地
法
第
３

条
に
よ
る
農
業
委
員
会
の
許
可
が

必
要
に
な
る
ね
。

　

こ
れ
は
資
産
保
有
の
目
的
や
不

耕
作
（
違
反
転
用
利
用
）
の
目
的

で
取
得
す
る
な
ど
、
望
ま
し
く
な

い
権
利
移
動
を
禁
止
し
て
、
効
率

的
に
農
地
利
用
す
る
者
が
農
地
の

権
利
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
規
定
な
ん
だ
。
許
可
の
要

件
と
し
て

①
全
部
効
率
利
用
要
件
（
買
い

手
や
、
そ
の
世
帯
員
が
全
て

の
農
地
を
効
率
的
に
耕
作
す

る
事
）

②
下
限
面
積
要
件（
下
欄「
別
段

面
積
は
40
ア
ー
ル
を
参
照
」）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
ね
。

　

な
る
ほ
ど
ね
。
じ
ゃ
あ
も
し
農

地
法
の
許
可
を
受
け
ず
に
売
買
し

た
場
合
は
ど
う
な
っ
ち
ゃ
う
の
？

　

必
要
な
許
可
を
受
け
ず
に
農
地

を
売
買
し
て
も
、
法
律
上
所
有
権

は
移
転
し
な
い
ん
だ
。
だ
か
ら
所

有
権
は
売
主
が
持
っ
た
ま
ま
に

な
っ
て
し
ま
う
し
、
所
有
権
の
移

転
登
記
も
で
き
な
い
。
そ
の
う
え

罰
則
も
あ
る
か
ら
、
気
を
つ
け
な

き
ゃ
ね
。

　

農
地
の
売
買
に
は
色
々
な
決
ま

り
が
あ
る
ん
だ
ね
。
勉
強
に
な
っ

た
よ
！



編

集

後

記

農業委員会だより 第135号 6

　前号で取材した畜産ヘルパーですが、秦野畜産
ヘルパー利用組合ではヘルパーを募集しています。
　・作業時間	 朝　午前	5：00 ～ 8：30	
	 夕　午後	5：00 ～ 8：30
　・作業内容	 畜舎内の清掃、家畜の飼料給餌、
	 乳牛の乳しぼり、その他
　・作業場所	 秦野畜産ヘルパー利用組合に加入

する秦野市内の畜産農家
　・賃 金 等	 20日～ 25日／月で21万円以上	

（交通費含む。）研修期間あり、
昇給あり、傷害・賠償保険加入、
社会保険なし

　作業時間や作業内容は各畜産農家により異なり
ます。また、臨時に作業するヘルパーも随時募集
しています。詳しいお問い合わせについては下記
まで。

畜産事業センター　秦野担当（牧嶋）
住　　所　平塚市土屋1275-1
電　　話　0463-58-9541
Ｆ Ａ Ｘ　0463-58-9625
電話（携帯）　090-5201-9205

　農業委員会では、遊休農地の把握や発生の防
止・解消を目的とする農地の利用状況調査を夏か
ら秋にかけて実施します。この調査は農地法に規
定されているもので、毎年実施しています。また、
この調査で見つかった遊休農地の所有者に対して
は、冬に利用意向調査を実施します。これも農地
法に規定されているもので、遊休農地の今後の利
用について、貸付希望や耕作予定などを文書でお
尋ねします。
　なお、利用状況調査の実施に当たり、農業委員・
推進委員や事務局職員が農地に立ち入ることがあ
りますので、ご理解ください。
　併せて、この機会に、農地の管理状況が適正か
どうかを確認してください。遊休農地が発生する
と、その農地だけでなく、周辺農地や近隣住民の
生活環境の悪化につながります。

　

ひ
ま
わ
り
と
空
の
色
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
美
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

令
和
の
始
ま
り
は
少
し
気
温
の
低
い

印
象
で
し
た
が
、
こ
の
時
期
に
な
る

と
熱
中
症
に
か
か
ら
ぬ
よ
う
注
意
し

な
が
ら
の
農
作
業
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
汗
水
流
し
て
耕
し
た
畑

を
有
害
鳥
獣
に
荒
ら
さ
れ
る
事
の
無

い
よ
う
策
を
講
じ
、
地
域
ぐ
る
み
で

意
識
・
情
報
の
共
有
を
し
て
参
り
ま

し
ょ
う
。

（
農
業
委
員　

原　

聡
）

お 知 ら せ

利用状況・意向調査を実施
“農地の管理状況を確認しよう”

　

６
月
８
日
に
、
上
地
区
で
「
上
地
区
農

園
ハ
イ
ク
（
主
催
：
同
実
行
委
員
会
）」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
豊
か
な
自
然
の
中
、

収
穫
体
験
と
ハ
イ
キ
ン
グ
を
組
み
合
わ
せ

た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
今
年
で
６
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
過
去
最
多
の

３
０
６
名
と
な
り
、
大
変
盛
り
あ
が
っ
た

一
日
で
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

「
上
地
区
農
園
ハ
イ
ク　

動
画
」
で
検
索

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

上地区農園ハイク

今年も大盛りあがり！

事
務
局
人
事

（
平
成
31
年
4
月
1
日
）

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

斎
藤　

陽
　
（
総
合
政
策
課
へ
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

澤
野　

正
樹

　
（
新
採
用
）


